
内　容
栽培方法は養液土耕栽培（潅

かん
水同時施肥栽培）、

栽植密度は2,469株／10a（条間1.35m× 株間0.3m）
とした。６月上旬播

は

種
しゅ

の抑制作型では、｢アニモＴ
Ｙ－１２｣（写真１）が裂果が少なく正常果収量及
び糖度が高かった。｢ＴＹ桃太郎アーク｣、｢ＴＹ桃
太郎さくら｣も正常果収量が高く有望であった（表
１）。草姿は｢ＴＹ桃太郎さくら｣がやや旺盛であっ
た（データ略）。

11月上旬播種の加温半促成作型では、｢大安吉
日｣（写真２）、｢ＴＹ桃太郎アーク｣、｢アニモＴ
Ｙ－１２｣及び｢アニモＴＹ－１０｣が正常果収量が高

かった。糖度は｢ＴＹ桃太郎アーク｣、｢アニモＴ
Ｙ－１０｣が高く、有望であった（表２）。草姿は
「大安吉日」がやや旺盛で、｢アニモＴＹ－１２｣が
コンパクトであった（データ略）。

普及上の注意事項
黄化葉巻病耐病性品種は病徴は抑えられるが感

染・保毒はするので、感染源とならないようタバコ
コナジラミ侵入防止のための防虫ネット展張などの
耕種的防除や薬剤防除等も併せて行う必要がある。
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表１　黄化葉巻病耐病性品種の収量・品質（抑制）

写真１　「ア二モＴＹ-12」

表２　黄化葉巻病耐病性品種の収量・品質（加温半促成）

写真２　「大安吉日」


